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鞘 支羽目昆議の染色体研究

IV. コ．ガネムシ科 5種の染色体比較
Chromosome studies in出eColeoptera, IV. Comparison of 

the chromosomes in five species of the Scarabaeidn.e. 

(With English r白ume,p.48）・

田俊秀

To回ihide Yosidn. 

北海道大事理事部動物与を教室

鞘麹目（Coleoptera~ のろち，コガネムシ科（Scarabaeidae）に属する昆轟は甚だ．種類にとむマ群である

が，染色体の研究された種類は極めて少い。現在迄の所， Prowazek(J902）が1種類， Stevensく1906）が1
種類， Shaffer(1920）が6種類， Haydenく192めが2極類， 合計IO種類の研究が護表された白みである。

著者はさの度，コグネムジ科に属ナる昆轟の3亜科5稗類について， 染色体の比較研究をなしたので，その結

果を報告する。 t/.Jとれらの5縄類のタトに他の研究者によって報告された10種類とを併せて lラ種類の染色体の比

較をなし核皐泊にみた15種類のHflの"i.T縁関係を論じ，更に常染色体と性染色体の量的関係比ついて論究したo

稿を草するにあたり，御懇篤なる御指導を賜わった恩師牧野数段に封し深甚の謝怠を表す。

材料と研究方法 ζζに偲べる 5種類はど〈普通のものであるから， 種名の同定は著者が北大農皐部昆轟

串教室の標本を参照して行った。採，長地はクロハナムグリは岐阜市郊外で，他の種類はすべて札暁市郊外であ

る。周定はすべてアレン・プアン氏液により， 染色はρ イデンハインの織ヘマトキシリン液によって行った。

観察結果

(A) Ruもerinn.e（スジコガネ亜科）

(1) AnomαJαγitfocup何 α班otsch.くヒメコガネJ

精原細胞の染色体教は 2n=18で，常染色体はすペて中部または次中部附着のV形或はJ形の

8封である（第 1,2及び第16園〉。 常染色体のうち， 1撃すの染色体は 3節様の構造をもってい

る（α染色体〉。 とれは他の1釘の常染色体が結合せる所謂接着型の常染色体ではなからうか

と考えている。 18筒の染色体の中，最小の1箇がY染色体である。玄染色体は布告々小形の棒献

花近い形をした染色体である a第3闘は第一分裂中期の核分裂J像で， ~数染色体数は n= 9, 
中央部に存在する亜鈴飲の二債染色体はX-Y接合体でるる。

(2) A. corアidentαMotsGh.（チヤイロでコガネ〉

第4,5闘は精原綿胞の染色体で，常染色体の形態は前種に良く似ており，大小のV形或は J

形の染色体からなっている，しかし全体的にみて染色休の形態は稿A繊細であるよ前種でみーら

れたよう友3節様の構造守した染色休はみられないが，それに近い形態。染色体（圏中a染色

体〉は認められる0 ~及びYも前種に似か主っているが，特に繊細であるく第17闘参照）。 Xに

反してYtcは余り顕著なる差異のない貼は注目すべきでるる（第16聞と第17闘を比較〕。第6闘

は第一分裂のこ債染色体で n=9.周濯：Jmに存注するE鈴欣の 1筒がX-Y接合体である。
(3) Popi lli la jα：ponicαNewman （マメコガネ〉

第7ti制は精原細胞の染色体である。常染色休の形態は前述の 2種類と同様にV形或はJ形の

大小の染色体からなっているが，染色休の形態は前2穂に較ぺて梢々大形である。染色体構成

の中には顕著なる8節様。構造をした 1封が見受けられる（a染色体〉。X染色体は割合に大き Jい
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第t-3圃 Anomala rufocnprea. 1-2，精！京細胞. 3，第一分裂． 第4-6圃 A. corpulenta. 4-5，精
原細胞． 6，第一分裂． 第7-9園 Popill ia japonica. 7，精！京細胞. 8-9, 第 一分裂． 第10--:.13圃
Glycyphana ful vi stemma. I仏精原細胞・ l1-13，第一分裂・ 第14-15圃 Trichin.sfasciatus.第一分裂．

が，反主Jtz:Yは前越の 2種類よりも粉々!j、形である。向との麗の綾型で瀬著在る特徴の l＂＇.＇.：＞は，

最小の常染色釣（i染色体〉は，他の常染色体に較べて著しく小さいととであるく第18同）．第8

闘は第一分裂の中期の極間観で・n=9で、ある。周建都にみられる亜鈴欣染色休の1f$fがXマY接合

体である。第9憤lはその側面観で，特にX-Yの接合欣態を明示したものである。

(H) Cetoninne （ハナムグP亜科〉

（勾 Glycyphαnαfalvi s.te11unαMoもsch.（クロハナムグリコ

第10歯lは精原細胞で，染色体数は2n=20，前述のスジコガネ亜科の 3種類よりも 1封多¥tl,o

常染色体D形態はV形或はJ形であるが，スジコガネ科の核型にみられたよう左大きなV形染色

体はみられたにい（第19防i参照L X染色体はf亦は g染色体とほど同じ大さであるが， Yは甚
だ小さくて，漸く親野に映す＝る程度である。 ，第11闘は第一分裂θ中期の極面観で， n=lOであ

る。スジコガネ亜科の3種類では第一分裂時のX-Y接合体は亜鈴献をなしているために容易に

常染色体と識別できたが，との種類ではY染色体が甚だ小さいので亜鈴飲としての形態を現わ

さない。第四， 13岡は第一分裂の側面観で，黒く塗った染色体は X-Y接合体である。 Yは形が

極めて小さいので，マメコガネ（第9闘）の場合のよう．なXεYのはっきりとした接合の欣態

は認められない。

(C) Trichinae （トラハナムグリ亜科）

(5）幻イcliiilsfasdat1ls Linn. （コトラハナムグリ〉
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第16ー19掴染色体構成の比較． 16, Anomala rafocuprea. 17, A. corpulenta. 18, Pop ill ia 
. japonica. 19, Trichius fasciatus・、

精原細胞の染色体陪観察するとiたができ友かった。第14歯｜は第一分裂中期の極面観でね＝10

である 第一分裂の染色体数は先のクロハナムグリと同じく 10箇であワて，第15闘はそD側面

観である．第一分裂の極面観及び側面翻における染色体の形態及び行動はクロハナムグリの場

合と殆ん芝餐りは危い§それ故との種類。Y染色体も恐らく極く小形であるぎと想像されるo

n=lOでX-Y型で、あるからとの種類の倍数。染色体教は20簡でるると考えてよい。

考 － 察

ヒメコガネ，チヤイローコガネ及びマメコガネの3種類は同一亜科〈スジコガネ亜科〕に麗す

るo染色体教は3種類共に2nニ18,n＝りで，性染色体一位三（－Y型である。亦常染色体θ形態も共

通した鮪が多いJ しかし全体的~みて， チヤイロ・コガネのJ染色体は最も小さし ヒメコガ

ネがとれにつぎ，マヌコガネが最も大きい。玄染色体の大さは大体常染色体。大さと同様なる

差異を示すが.Y染色体の大さはマメコガネが一番小さくて， ヒメコガネとチヤイローコガネは

マメコガネ主りも精々大きい。そしてとの雨種の間には余り大きな差異はない。ハナムグリ豆 、

科のクロハナムグリは 2n= 20, n;= 10で，性染色体は X-Y型である。 Y染色体は極くノj、形で，

第一分裂像では殆んど認められない程度である。 トラハナムグ亜科・tc属するコトラハナムグリ

はね＝10で，第一分裂における染色体の形態も前種によく似ているo 染色体数及び染色体の形

態よりみれ2ば，との2亜科は非常に近縁でaうろうと想像される9 第16-19闘は精原細胞の染色
体を比較するために，相！司封注文さの！｜腐序に配列した闘である。

3 ガネムシ科昆虫の染色体は，著者のとの度の研究を併せて，現在迄のととる僅か15種類が

調べられたにすぎ友い白との15種類を亜科に土って分類し，染色体重文，性染色体及び研究者を

第 1表K示す。

第 1表 現在までに研究されたコズfネムシ科15穫の染色体重立表

種 名

12s 
' 128 
6( Lll) 
6( L ll) 

註 ｜研究者

X-Yの区別たし IHn.yden 1925 
グ ！ グ

Coprinae 
Plianαeils cαrnifex 
Ph. igneus 

Dynas低nae
Oryctes nαsicm・il/Ui:i 12s I 6(1 , ll ) 

y

r

J

 

Z

X

X

 
Prowazek 1902 

＼ 

45 
『唱‘一



，、
../ 

第18巻第1-2蹴 ・v ' 札幌博物皐曾報 1949年 7月

Ruterinae 
Anomαfα6門1:1α'ocuprea 18s 9( I , B ) 玄Y Yは比絞的4さいIYosi 

eもo』~ii~臼・p'ldjα~ponicα 
// // // // // 

// // // Yは可成り小さい // 
C I 

·~~~r;tααm ftむc~i~t酔nmα
208 100 ,n) X『Y I Stevens 1H06 

// // L/ ly哨 K.11c; ¥f"¥I Yosi 
Euchilinae 

~~~αもfi1lrα13.tαnigtJira // // // // I Shaffer 1920 
Mel e 
Lαclinosteれもαdelα，tα， // // // 五F // 

f: f;£dα t/:8 
// // // // // 

// // // // // 

L. t // グ // // // 

Trichinae 

肝dc~~併~n同協~点nαai;:α•：~＂＇ 
可グ dグ // // I Yosida 

Subf~~！ tαtα // // I e グ // I Shaffer・W20
， 

調査された15種類は7亜科に分類される（但し1種類だけは所属亜科は不明〉。 各亜科に属す

る種類の染色体教は一定で，染色体数によ9てとれを分類すれば， 2n=12, 2n= 18及び 2n=20

(l) 3群に分たれる（第1表）。 コガネムシ科のとれらの7亜科の類縁関係を論宇れば， 2n=12

の Coprinae （グイコクコガネ亜科）と Dynastinae （カブトムシ亜科〉の2亜科は比較的近

縁であろう。 Cetoninn.e （ハナムグリ亜科）， Trichinae （トラハナムグP亜科）, Melolonthi nae, 

Euchilinae （テナガコガネ亜科〉の4.m!科8種類及び亜科不明の Pelidona旬。1種類は 2n=

〆 20である9 Shaffer 0920）の原著をみると， も亜科7種類（1種類は亜科不明）の核型は

Cetoninaeの Glycyphana falvisternrnαに類似している。即ち大小のV形或は J形の常染色

体と非常に小さ友Y染色体とからなっている。 Stevens(1906）によって研究された Oetonint胞

の Euplwriα の核型は， その原著がみられないので不明であるが， 2n =20であるととは

Shaf伽く 1920）の論文により明らかであるo 核事的関係、から論やれば， 2n=20の生亜科10種

類は，他の綾型のもの主り．もより近縁であるといえる。 Ruterinaeの3種類は2n=18で，現在

までの調査ではとの亜科のみが18箇の染色体数をI~もった溺立のん群である9

以上の如く，コガネムシ科6！亜科の類縁関係を染色体数によって論じたが，資料が少いので
決して確定的なる結論与は云いえ友い。との考察については分類事者の間に多くの実論がある

ととと思う。しかし染色体が遺停因子の捻荷休であり，その餐異によって種が分化し生物が

進化すると考えられ，ているθで，染色体を基礎として生物を分類するととは甚だ合理的であり，

また現在のように外部の形態のみによる分類方法に， よりよき資料を提供するものと思われ

る。

ヨえに常染色体と性染色体の量的関係につので者えてみる。著者は先の研究において，近縁な

る種麗聞には，常染色休ど性染色休との間には量的にある一定。平衝関係が存在ナるのではな

からうかということを考えたく吉田 Ul44,1946, 1949h)0 .Rllち常染色体の総体的な量〈犬さ或

は数）に封して，X染色体の総体的友金く大さ或は数〕は相釘的陀増減をする＠とれ陀反して Y

染色体は逆の増減をする＠との度研究せるコガネムシ科についてとの関係を考察してみる。先... 
づヒメコガネ，チヤイロコガネ及び手メコガネの3種類についてであるが，との 3種類は共k

2n:::-:1sで，核型も甚だよく似ており，性染色体も~tr: X-Y型である。しかし常染色休の金休的
危大さに務分差異があって，常染色体の大さに封して玄染色体は相到的に増減を示しており， Y

46 
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染色体は逆に増減している。との関係は第16-18闘をみると特に明らかであるaグロハナムグ

－，は2n=20で， 染色体教はスジコガネ亜科のものまりも 1封多い。 X染色体は曾jに大きいが，

Y染色体が非常に小さくなっている（第四闘）。 コトラハナムグPの染色体ぽグロハナムグリ

と同様に2n=20, n=10で，との種類のY染色体も甚だ小さいa以上の観察結果からY染色体の／

大さは常染色体の線休的危量に劃して逆に増減するとい5考察に主くあてはまる。 Schaffer 
(Hl20）は2'h=20D5種類危調べているが，とれら5種類のY染色体は，ナペて甚だ小さいと

記述している。次にコガネムシ科の中で，極端に染色体教の少い， 2n=12の種類の性染色休は’

どラ怠っているだらうかoHayden (1925）によって研究された Ooprinae Go 2種類は共に 2n

=12で， とれら 2種類のY染色体は甚だ大き 4くて，玄染色体と殆んど直別ができない。それ故 4 

精原細胞の染色休構成では，常染色体から性染色休を識別するどとがで、きないとのベている。

即ち染色体教が極端に減少し常染色体の総体的危量が減じた場合に， X染色体もそれに膝じ

て減少するが， Y染色体のみが逆に増加を蒸して、いるので， X及びY染色休は殆んど匿別ができ

たいまでに等しい大さに怠っていると考えられる。とれも常染色体と性染色体の量的関係を論

やる場合の一つのよき資料である。

要 約

1. コガネムシ科（Scarnhaei dae）の 5 種類（ヒメコガネ An仰Zαfα 門的eup •reα，チヤイロコ

ガネ A. corpulenta, マメコガネ Popilliα Jα.ponicα， クロハナムグリ Glycyphαna 

Jul vi stemm，α， コトラハナムグリ Tricliiitsfんsciαtus）の梁色体を比較研究した。
2. ヒメコガネ，チヤイトコガネ及びマメコヌ〈ネはスジコガネ亜科〔Ru加linae）に麗し，染色・

体数は2n=18, n=9( I, H）で， X-Y型であるo クロハナムグリはハナムグリ亜科（Oetoninae) 
に属し，染色体教は2n=20, n=lOで玄－Y型である。 コトラハナムグリはトラハナムグリ亜科

くTrichinae）に属し， n=lOで、ある。精原細胞の染色体は観察さ杓主かったが， 2n=20でX-Y

型であらうと想像される。

3. 現在までに染色休の研究されたコガネムシ科15種類を亜科にまって分類し， それを染色

体教に主って分ければ第1表の如くに怠る。 即ち2n=12の群が2専科3種類， 2n=18D群が

1亜科3種類， 2n=20の群が5亜科9種類（ 1種類は亜科不明〉であるo
4. 同じ渠色体数を有する亜科は，染色体数を異にする亜科よりも近縁であろうと考察した。

5. とのたび研究した5種類と，他の研究者によって報告された10僅類との染色体の比較研

究から，常染色体の総体的な量はX染色体の総体的な量と相封的に増減し， Y染色体は相封的

に逆に増減するということが考察された。
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Resume 

The prese凶 paperden.ls w~ th也ecompa.ra.ti ve 前udyof the chromosomes in five 

species belonging to the Sc制

following色able： 

Species 
む長N函扇面
2n 11 17, I Sex-chr. Remarks 

Rutelinae 
An仰lαla~~｛oα cuprea ，『 18 ¥ 9 X-Yδ 

Figs:lι7～hr e句』p田＇~回＇·~伊t吻おUα1 18 ~ // // Figs 
jα，ponicα ＿＿. 18 グ // Figs 

c • ! 
Glycyphαnα20  10 巳 // Fi gs.10-13,Hl 
Jal vi stenunα 

Trichinae 
Trichiits fiαBciαt'llS - I ~ 10 I・ // I Figs.14-15 

There are 15 species in which出echromosomes have been studied so far, including tM 

prese凶 da愉. These 15 species seepi to be divided into 7 subfamilies, and there nr~ ぬree

groups as regard toもheirchromosome numbers, such as those having 2n=l2, 2n=l8 and 

2n = 20, respectively (Table 1）・

l3y comparison of也echromosomes, i色isp1・obable白川もhesubfamilies having the 

-same chromosome numbers are close onもheir品xonomicalrelfttion. Further it is sugg卵胞4
品川e もhere・ is a relaもive evidence 勺between 価e size of也eantosomes and thnt of.ぬe

sex-chromosomes. 
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